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電磁波曝露のリスクに焦点をあてた
5G（第5世代移動通信システム）の

技術影響評価

⾼⽊仁三郎市⺠科学基⾦ 国内枠調査研究助成
第17 期（2018 年度）助成 公開プレゼンテーション

網代太郎
環境電磁界研究会（NPO法⼈市⺠科学研究室）

としま産業振興プラザ多⽬的ホール 2018 年 3 ⽉4 ⽇（⽇）

私たちの問題意識 研究の動機
電波の利⽤はどうあるべきか
―そこに市⺠の意思はまったく反映されていない
電波の利⽤は、巨⼤な産業利益を産むことになった携帯電話・スマートフォン
の爆発的な普及が画期となって、さらなる利便性と快適性を享受することが無
条件でよしとされる開発領域になっているが、次のような⼤きな問題を抱えて
いる。

（1）市⺠は単なる受動的な通信サービスの利⽤者の地位にとめ
おかれ、今後の社会のなかでどう電波を適正に利⽤すべきか、と
いう議論にはまったく参加できないままである。
（2）⾃⾝が⽤いている携帯電話・スマートフォン1台においてさ
え、それによってどのような電磁波の曝露が⽣じているかを知ら
ないままに過ごしている。
（3）脳腫瘍の発症、精⼦の劣化、脳⾎液関⾨の異変、「電磁過
敏症」とおぼしき多様な症状を誘発するらしい神経の異変など、
多様な悪影響が⽰唆されているが、そうした情報をふまえて予防
的な対応が検討されることは、⽇本では皆無と⾔える。

研究の⽬的
・次なる拡⼤戦略の中核は「第5世代（5G）移動通信システム」
・スマートフォンのみならず、監視カメラ、遠隔操作、ヴァーチャル・リアリ
ティ、⾃動運転などに応⽤が広がり、「超⾼速化」「多数同時接続」「超低遅
延」でデータ通信
・5Gは、⽇常⽣活での⾼周波曝露を⾶躍的に増⼤させることは確実

だが、総務省の委員会をはじめ、5Gによる曝露のリスクについては、検討の
枠組みさえも定めきれないまま

本研究では、
●5Gの推進側が提⽰する種々の情報を詳細に分析
●電磁波曝露を把握するのに不可⽋な検討枠組みを設定
●5Gの導⼊に伴うトータルな曝露量を推計
●その健康⾯でのリスクを推測

研究の実施者

●実施メンバー
環境電磁界研究会（NPO法⼈市⺠科学研究室）のメンバー

網代太郎（研究代表）
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●協⼒者
測定器貸与︓電磁波問題市⺠研究会
専⾨的助⾔︓数名程度の電波⼯学などの専⾨家

（これまでの付き合いのある⽅々を中⼼に）

5Ｇ（第５世代）移動通信システムとは

• ⽇本では2020年のサービス開始を⽬指してい
る、携帯電話などの新しいシステム

• Ｇは “Generation”（世代）のＧ

• ⽶国、欧州、ロシア、中国、韓国などでも
2018〜2020年ごろの５Ｇサービス開始を⽬
指している

5Ｇが⽬指している性能

• 超⾼速化＝２時間の映画を３秒でダウンロード。
ＬＴＥの100倍、４Ｇの10倍

• 多数同時接続＝接続機器数100万台/k㎡。
ＬＴＥの100倍、４Ｇの10倍の台数

• 超低遅延＝タイムラグ１ミリ秒。
ＬＴＥ、４Ｇの10分の１
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電話以外の幅広い産業分野での利⽤を⽬指す
• 安全・安⼼分野＝⾼密度、広域に配置された監視カメラから⾼

精細映像を５Ｇで⼈⼯知能（ＡＩ）へ送り、従来捉えられな
かった犯罪などに関わる事象を捉えて警備員へ警報を送る。

• 建築分野＝現場から離れた場所で、現場の⾼精細画像を⾒なが
ら重機を遠隔操作する。５Ｇは低遅延でタイムラグが⼩さいた
め、操作する者の疲労が軽減される。

• デジタルコンテンツ（ＶＲ）分野＝商品がその場になくても体
験シミュレーションをリアルタイム配信する⾃動⾞や住宅設備
などのバーチャルショールーム。

総務省「情報通信審議会情報通信技術分科会新世代モバイル
通信システム委員会」報告書（２０１７年９⽉２７⽇）より

携帯電話の電波（⾼周波電磁波）による
健康影響（国際機関が可能性を認めたもの）

• 「携帯電話使⽤が累積1650時間以上の『ヘ
ビーユーザー』で通話する側に神経膠腫（脳腫
瘍）を発症した者と、携帯電話を使⽤しないで
神経膠腫を発症した者を⽐べると、ヘビーユー
ザーの発症リスクは1.96倍である(90%信頼区
間1.22〜3.16)」という「インターフォン研
究」結果などに基づき、国際がん研究機関
（IARC）は2011年、電波（⾼周波電磁波）を
グループ2B（ヒトへの発がん性があるかもし
れない）と評価。

携帯電話の電波による健康影響（その他）

• 研究で可能性が⽰されたもの
精⼦の数が減る・不活発になる、⾎液脳関⾨を

開く、⾃閉症、マイクロ波ヒアリング、⽩⾎病、
⽪膚がん、前⽴腺がん、頭痛、めまい、疲労感、
虚脱感、不眠症、電磁波過敏症など。

• 被害者の訴えなど
携帯電話基地局周辺での健康影響の訴え（宮崎

県延岡市では操業差⽌めを求め提訴も）。

５Ｇで増える電磁波
• 5Ｇで使う周波数帯

３.７GHz帯
４.５GHz帯
２８GHz帯

• 既存（３〜４Ｇ）
の周波数帯と併⽤

７００MHz帯
８００MHz帯
９００MHz帯
１.５GHz帯
１.７GHz帯
２.０GHz帯
３.５GHz帯

総務省前掲告書より「ヘテロジニアス・ネットワークの構成イ
メージ」。ＮＲは５Ｇの新たな無線技術（New Radio）のこと

各国の科学者・医師180⼈以上、
ＥＵに５Ｇ普及の⼀時停⽌を提⾔
• 携帯電話使⽤と脳腫瘍の関係の疫

学調査をリードしてきたスウェー
デンのレナート・ハーデル教授ら
35カ国180⼈以上の科学者と医師
が、５Ｇの普及の⼀時停⽌などを
求める声明を2017年9⽉13⽇、
欧州委員会の当局者へ送付。これ
まで普及している３Ｇ、４Ｇ、
Wi-Fiなどの電波による健康影響
は明らかであるとして、これらに
５Ｇが加わることの安全性をまず
確認すべきであることなどを訴え
た。

（１）5Gの推進に関わる政府委員会（新世代モバイル通信シス
テム委員会）と電磁環境の研究動向と⽣体影響を検討する政府委
員会（⽣体電磁環境に関する研究戦略検討会、⽣体電磁環境に関
する検討会）を傍聴し、そこで委員らの発⾔や資料を読み解く。

（２）５Gの研究開発に関わる企業や⼤学の推進体制とその実証
試験に関する情報を可能な限り収集し、分析する。

（３）5Gに関連する主だった⽇本・海外の諸⽂献（論⽂、報告
書類）を収集し、読み解く。

（４）（１）から（３）の重要な事実やデータを整理し、要点や
問題点をわかりやすくまとめて、市⺠科学研究室のホームページ
などに掲載する。

研究⽅法 STEP1
委員会傍聴と⽂献調査
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５G実証試験に関わる事業体・研究機関 研究⽅法 STEP2
5Gシステムの電磁波曝露モデルの設計と
曝露量の推計

・これまで推進側でなされてきた、ファントムを使った「携帯電
話の端末による頭部曝露モデルによる数値計算」などでは把握し
きれない、多様な曝露状況が⽣まれる

・5G技術を使った携帯電話やスマートフォン、監視カメラ、⾃動
運転、⾼精細デジタルコンテン配信などのいくつかの事例につい
て、操作中に発⽣する電波によって使⽤者やその周辺の⼈々にど
のような曝露が⽣じるかを、合理的なモデルを作って推計するこ
とが必要

高精度な曝露評価技術に関する研究 －数値人体モ
デルの開発－（情報通信研究機構HPより）

研究⽅法 STEP2
5Gシステムの電磁波曝露モデルの設計と
曝露量の推計
導⼊が⾒込まれる数多く５Gの個別機器・技術（放射源）につい
て、
①使⽤状況に応じた空間的・時間的電波伝搬の情報の整理
▶複数のアンテナからの、複数の周波数での、デジタル変調された波形での、局在化した電波の存
在状況を、あまり細部に⾜を救われることのないよう、⼤局的に把握する

②使⽤者と周辺にいる⼈の平均的な空間（位置）と時間（滞在状
況）から推定する、平均的・⼀般的な曝露量の推計

③誤使⽤、他者の侵⼊など、想定外の状況で⽣じる⼤量曝露の場
合の検討

以上を総合して、
④５Gシステムが⽣活環境に広く浸透した場合の、⼀般的な⽣活
者にとってのトータルな曝露量の概算的推定

研究⽅法 STEP3
5Gシステムの電磁波曝露リスクの推定
①⾼周波（電波）の曝露のリスクに関して、あるいは新たに５G
の電波のリスクに関して、これまで公表された主だった報告書、
公的機関や国際的な科学者集団から出された「ガイドライン」
「勧告」「声明」などをもとに、曝露リスクについての核⼼的な
重要な情報を整理する

②研究⽅法STEP２で得られた曝露量の推定の結果を⽤いて、⽇
本での５Gの導⼊に伴ってどのような曝露リスクが想定できるか
を考察する

③これまでに各国で打ち出された対策や規制⼿法の有効性を、５
G導⼊の場合を想定して検討し、新たに求められる予防的措置の
原案を作成する

▶STEP1からSTEP3の調査結果を「5G曝露リスクに関する報告
書」としてまとめる（市⺠科学研究室のホームページで公開）

研究結果の⽣かし⽅
「5G 曝露リスクに関する報告書」を作成し、
関係する専⾨家
（推進側として名を連ねている研究者のみならず、この分野の専⾨家として主だった研
究者10名程度を含む）、
実証試験実施者（企業）、
総務省担当部署に送付し、
その報告書の内容に対する意⾒を求める。

▶次の年度に向けて◀
その意⾒や反応の状況をふまえて、⽇本で初めての、⺠間
（NPO）が企画し運営する、市⺠を交えた「5Gの曝露リスクに
関する専⾨家による検討パネル」 を作る。5Gを含む電波利⽤推
進政策の適正化へ向けた本格的な議論が開始できると考えている。


